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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第41期

会計期間
自平成21年２月１日
　至平成21年４月30日

自平成20年２月１日
至平成21年１月31日

売上高（千円） 1,869,514 14,020,283

経常利益又は経常損失（△）（千円） △144,295 2,324,603

四半期純損失（△）又は当期純利益（千円） △160,428 1,304,101

純資産額（千円） 13,909,024 14,406,856

総資産額（千円） 18,062,559 19,175,043

１株当たり純資産額（円） 1,271.75 1,317.42

１株当たり四半期純損失金額（△）又は当期純利益金額（円） △15.85 128.87

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － －

自己資本比率（％） 71.2 69.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△78,365 3,043,119

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△561,825 △1,039,277

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△426,906 △1,286,328

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 4,970,758 6,037,855

従業員数（人） 661 678

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移等については記載して

おりません。

　　　　２．売上高には消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、第41期は潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。第42期第１四半期連結累計(会計)期間は１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、

主要な関係会社における異動もありません。 

 

３【関係会社の状況】

　　 当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年４月30日現在

従業員数（人） 661     

　（注）従業員数は就業人員（常用パートを含んでおります。）であります。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年４月30日現在

従業員数（人） 493     

　（注）従業員数は就業人員（常用パートを含んでおります。）であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円） 前年同期比（％）

プラスチック成形事業及び周辺事業 1,388,072 －

成形機事業及び周辺事業 280,476 －

合計 1,668,549 －

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第１四半期連結会計期間の受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

プラスチック成形事業及び周辺事業 1,705,090    － 538,259 －

成形機事業及び周辺事業 316,436 － 450,418 －

合計 2,021,526 － 988,678 －

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円） 前年同期比（％）

プラスチック成形事業及び周辺事業 1,514,109 －

成形機事業及び周辺事業 355,405 －

合計 1,869,514 －

　（注）１．金額は販売価格によっております。

 ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．主要な輸出先及び輸出販売高は、次のとおりであります。

なお、（　）内は販売実績に対する輸出高の割合であります。

輸出先

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年２月１日 

  至　平成21年４月30日) 

 金額 (千円) 構成比 (％) 

欧州地域 31,149 16.2

アメリカ地域 2,554 1.3

アジア地域 158,897 82.5

合計
192,601

(10.3％)  
100.0

４．主要な販売先及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年２月１日

   至　平成21年４月30日) 

金額 (千円) 割合 (％) 

株式会社ＳＵＭＣＯ 742,011 39.7

コバレントマテリアル株式会社 211,343 11.3

信越半導体株式会社 190,534 10.2
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２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

（１）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間における国内外の経済は、円高や米国の金融不安に端を発した世界同時不況が深

刻な影響を及ぼしており、個人消費の低迷や設備投資の凍結、企業収益の悪化、雇用調整など厳しい状況が続い

ております。

　このような経営環境の中、当社グループは、厳しい経営環境の中でも利益を生み出せる体制づくりのため、設

備投資の圧縮、生産工場の集約、労務費・諸経費の削減に取り組んでまいりましたが、業績の減少を補えません

でした。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は1,869百万円、営業損失は203百万円、経常損失は144百万円、

四半期純損失は160百万円となりました。

　事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

（プラスチック成形事業及び周辺事業）

　当事業の主力製品である300ｍｍシリコンウエハ出荷容器「ＦＯＳＢ」は、前第４四半期から続く需要急落と

在庫調整により依然として厳しい状態が続いておりますが、在庫調整に一服感が見られ、第１四半期後半から

緩やかな受注の回復が見られました。しかしながら、その他の製品は、シリコンウエハ関連容器をはじめとして

厳しい状態が続いております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は1,514百万円、営業損失は13百万円となりました。

（成形機事業及び周辺事業）

　当事業の主力製品である射出成形機は、自動車関連やデジタル家電業界の設備投資圧縮の影響により、受注は

激減しており、業績は厳しい水準となっております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は358百万円、営業損失は58百万円となりました。

 

（２）財政状態の分析

（流動資産）

　当第１四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べて1,222百万円減少し、8,449百万円とな

りました。これは主に、長期預金への預入400百万円及び配当金の支払303百万円による現金及び預金の減少917

百万円、たな卸資産の減少318百万円があったこと等によるものです。

（固定資産）

　当第１四半期連結会計期間末の固定資産は、前連結会計年度末に比べて109百万円増加し、9,613百万円となり

ました。これは主に、有形固定資産の減少179百万円、繰延税金資産の取崩による減少86百万円があったものの、

長期預金への預入400百万円があったこと等によるものであります。

（流動負債）

　当第１四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末に比べて471百万円減少し、1,835百万円となり

ました。これは主に、支払手形及び買掛金の減少291百万円、その他流動負債の減少305百万円があったこと等に

よるものであります。

（固定負債）

　当第１四半期連結会計期間末の固定負債は、前連結会計年度末に比べて143百万円減少し、2,317百万円となり

ました。これは主に、長期借入金の減少121百万円があったこと等によるものであります。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて497百万円減少し、13,909百万円となり

ました。これは主に、四半期純損失160百万円の計上、配当金の支払303百万円による減少があったこと等により

ます。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ1,067百万円減少し、4,970百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は、78百万円となりました。たな卸資産の減少額318百万円等があったものの、税

金等調整前四半期純損失142百万円、仕入債務の減少額291百万円等により資金が減少したこと等によるもので

あります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、561百万円となりました。保険積立金の払戻による収入53百万円等があった
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ものの、定期預金の預入による支出600百万円等により資金が減少したこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、426百万円となりました。長期借入金の返済による支出123百万円、配当金の

支払額303百万円等により資金が減少したこと等によるものであります。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

　当第１四半期連結会計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、34百万円であります。なお、当第

１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な変更はありません。 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な

変更はありません。 また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 28,800,000

計 28,800,000

 ②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年４月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年６月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,120,000 10,120,000ジャスダック証券取引所
単元株式数

100株 

計 10,120,000 10,120,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

 

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年２月１日～

平成21年４月30日
－ 10,120,000－ 1,111,000－ 1,310,000

 

（５）【大株主の状況】

当第1四半期会計期間において、フィデリティ投信株式会社及びその共同保有者であるエフエムアール エルエ

ルシー（FMR LLC）から、平成21年４月22日付の大量保有報告書の写しの送付があり、平成21年4月15日現在で

それぞれ以下のとおり株式を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（千株）

株券等保有割合

（％）

フィデリティ投信株式会社

エフエムアール エルエルシー（FMR LLC）

東京都港区虎ノ門4丁目3番1号

米国マサチューセッツ州ボストン、デヴォン

シャー・ストリート82

65　

946

0.64

9.35
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（６）【議決権の状況】

　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

　　載することができないことから、直前の基準日（平成21年１月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

　　ます。 

 

①【発行済株式】

平成21年４月30日現在 

区分  株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

 無議決権株式  －  －  －

 議決権制限株式（自己株式等）  －  －  －

 議決権制限株式（その他）  －  －  －

 完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　　　　 　700  －  －

 完全議決権株式（その他）  普通株式　　　10,118,200 101,182  －

 単元未満株式  普通株式　　　　　 1,100  －  －

 発行済株式総数  　　　　　　　10,120,000  －  －

 総株主の議決権  －  101,182  －

 

 

 

②【自己株式等】

 平成21年４月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有株式

数（株） 

他人名義所有株式

数（株） 

所有株式数の合計

（株） 

発行済株式総数に対

する所有株式数の割

合（％） 

ミライアル株式会社
東京都豊島区

西池袋1-18-2 
　　　　700　  － 　　　　 700 　　　 0.00

 計  － 　　　　700　  － 　　　　 700 　　　 0.00

 

 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
２月

３月 ４月

最高（円） 870 1,320 1,618

最低（円） 800 798 1,210

　（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。なお、当第１四半期連結会計期間

（平成21年２月１日から平成21年４月30日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一

部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の

四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成21年２月１日から平

成21年４月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,220,758 6,137,855

受取手形及び売掛金 2,212,538 2,180,347

商品及び製品 314,937 475,622

仕掛品 288,470 428,309

原材料及び貯蔵品 94,534 112,644

繰延税金資産 203,855 162,702

その他 129,953 190,290

貸倒引当金 △15,910 △16,590

流動資産合計 8,449,137 9,671,182

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,066,762 5,047,632

減価償却累計額及び減損損失累計額 △2,401,695 △2,348,623

建物及び構築物（純額） 2,665,067 2,699,009

機械装置及び運搬具 6,023,795 6,022,695

減価償却累計額及び減損損失累計額 △4,647,213 △4,540,935

機械装置及び運搬具（純額） 1,376,582 1,481,759

土地 2,449,670 2,449,670

その他 3,700,321 3,700,601

減価償却累計額及び減損損失累計額 △3,019,458 △2,979,054

その他（純額） 680,862 721,546

有形固定資産合計 7,172,183 7,351,986

無形固定資産

その他 40,026 43,265

無形固定資産合計 40,026 43,265

投資その他の資産

投資有価証券 50,269 47,653

長期預金 1,400,000 1,000,000

繰延税金資産 99,788 185,925

その他 851,154 875,029

投資その他の資産合計 2,401,212 2,108,608

固定資産合計 9,613,422 9,503,860

資産合計 18,062,559 19,175,043
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年１月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 612,091 903,673

1年内返済予定の長期借入金 376,616 378,216

賞与引当金 410,004 282,461

受注損失引当金 5,791 1,638

製品保証引当金 12,067 15,162

未払法人税等 2,064 3,516

その他 417,269 722,583

流動負債合計 1,835,904 2,307,251

固定負債

長期借入金 896,031 1,017,760

退職給付引当金 379,778 370,771

役員退職慰労未払金 345,062 345,062

繰延税金負債 301,279 301,288

負ののれん 316,335 343,816

その他 79,143 82,236

固定負債合計 2,317,629 2,460,935

負債合計 4,153,534 4,768,186

純資産の部

株主資本

資本金 1,111,000 1,111,000

資本剰余金 1,310,000 1,310,000

利益剰余金 10,459,309 10,923,315

自己株式 △4,281 △4,281

株主資本合計 12,876,028 13,340,033

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △6,875 △8,644

評価・換算差額等合計 △6,875 △8,644

少数株主持分 1,039,872 1,075,466

純資産合計 13,909,024 14,406,856

負債純資産合計 18,062,559 19,175,043
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年２月１日
　至　平成21年４月30日)

売上高 1,869,514

売上原価 1,630,616

売上総利益 238,897

販売費及び一般管理費 ※
 442,855

営業損失（△） △203,957

営業外収益

受取利息 5,421

受取配当金 187

負ののれん償却額 27,480

保険返戻金 23,073

受取賃貸料 5,069

その他 5,175

営業外収益合計 66,408

営業外費用

支払利息 6,062

その他 683

営業外費用合計 6,745

経常損失（△） △144,295

特別利益

貸倒引当金戻入額 670

製品保証引当金戻入額 3,094

その他 518

特別利益合計 4,283

特別損失

固定資産除却損 2,576

減損損失 386

特別損失合計 2,963

税金等調整前四半期純損失（△） △142,975

法人税、住民税及び事業税 8,911

法人税等調整額 43,841

少数株主損失（△） △35,300

四半期純損失（△） △160,428
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年２月１日
　至　平成21年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △142,975

減価償却費 220,090

減損損失 386

負ののれん償却額 △27,480

貸倒引当金の増減額（△は減少） △679

賞与引当金の増減額（△は減少） 127,543

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,006

製品保証引当金の増減額（△は減少） △3,094

受注損失引当金の増減額（△は減少） 4,152

受取利息及び受取配当金 △5,609

支払利息 6,062

為替差損益（△は益） △0

保険返戻金 △23,073

固定資産除却損 2,576

売上債権の増減額（△は増加） △32,191

たな卸資産の増減額（△は増加） 318,634

その他の流動資産の増減額（△は増加） 66,531

仕入債務の増減額（△は減少） △291,582

未払消費税等の増減額（△は減少） △133,777

その他の流動負債の増減額（△は減少） △141,631

その他の固定負債の増減額（△は減少） △5,531

小計 △52,642

利息及び配当金の受取額 6,078

利息の支払額 △8,134

法人税等の支払額 △23,667

営業活動によるキャッシュ・フロー △78,365

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △600,000

定期預金の払戻による収入 50,000

有形及び無形固定資産の取得による支出 △58,773

保険積立金の積立による支出 △7,729

保険積立金の払戻による収入 53,531

その他 1,146

投資活動によるキャッシュ・フロー △561,825

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △123,329

配当金の支払額 △303,577

財務活動によるキャッシュ・フロー △426,906

現金及び現金同等物に係る換算差額 0
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（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年２月１日
　至　平成21年４月30日)

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,067,097

現金及び現金同等物の期首残高 6,037,855

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,970,758

EDINET提出書類

ミライアル株式会社(E02477)

四半期報告書

17/25



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

（１）重要な資産の評価基準及び評価方法

の変更

たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として移動平均法による

原価法によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関

する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日公表分）が適用されたこと

に伴い、主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下

に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　これにより、当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半

期純損失は、それぞれ20,716千円増加しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

 （２）リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計

基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改

正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30

日改正））が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸

表から適用することができることになったことに伴い、当第１四半期連結会計期間か

らこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。

また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法に

ついては、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しておりま

す。

　なお、リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイ

ナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を適

用しております。

　これによる損益への影響は軽微であります。

 

【簡便な会計処理】

該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年４月30日）

前連結会計年度末
（平成21年１月31日）

  １.受取手形裏書譲渡高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,008千円

  １.受取手形裏書譲渡高

4,008千円 

  ２.偶発債務 

　　　(1)債務保証

　下記の関係会社取引先の金融機関に対する債務

について債務保証を行っております。　　 

 保証先 金額 

石元　忠義 8,504千円

 前田化学工業㈱ 3,492 

 桑原　憲雄 2,780 

 その他４社 4,822 

 合計 19,599 

　　　

　下記の関係会社取引先のリース会社とのリース

契約に対する債務について債務保証を行ってお

ります。　　　　 

 保証先 金額 

㈱シントワ 6,350千円

 ㈱西武工業 1,060 

 その他２社 856 

 合計 8,266 

　 

  ２.偶発債務 

　　　(1)債務保証

　下記の関係会社取引先の金融機関に対する債務

について債務保証を行っております。　　 

 保証先 金額 

石元　忠義 9,530千円

 前田化学工業㈱ 3,822 

 桑原　憲雄 3,012 

 その他４社 5,964 

 合計 22,329 

 

　下記の関係会社取引先のリース会社とのリース

契約に対する債務について債務保証を行ってお

ります。　 

 保証先 金額 

㈱シントワ 6,840千円

 ㈱西武工業 1,060 

 ㈲エス・アイエム 370 

 その他２社 485 

 合計 8,756 

　

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　は、次のとおりであります。

　　給料 84,125 千円

　　賞与引当金繰入額 19,875  

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

  対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成21年４月30日） 

現金及び預金勘定 5,220,758 千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △250,000  

現金及び現金同等物 4,970,758  
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年４月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年２月１日　至　

平成21年４月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  　　10,120,000株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 　　　　　　758株

  

３．配当に関する事項

配当金支払額 

決議 株式の種類

配当金

の総額

（千円）

１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年４月24日

定時株主総会 
普通株式  303,577  30平成21年１月31日平成21年４月27日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

               当第１四半期連結累計期間（自平成21年２月１日　至平成21年４月30日）

 

プラスチック成
形事業及び周辺

事業
（千円）

成形機事業及び
周辺事業
（千円）

計　　　　　　　　
（千円）

消去又は全社　　
　　　　　　　　　　　　
（千円）

連結
（千円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上

高
1,514,109355,4051,869,514 － 1,869,514

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ 3,273 3,273 △3,273 －

計 1,514,109358,6781,872,787 △3,2731,869,514

営業損失（△） △13,569 △58,619 △72,189 △131,768△203,957

　（注）１．事業の区分の方法

事業区分 主要な役務又は製品

プラスチック成形事業及び周辺事業 半導体関連製品、その他製品及び関連製品の製造販売

成形機事業及び周辺事業 成形機、金型及び関連製品の製造販売 

２．会計処理の方法の変更

　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」 １．(1)会計処理基準に関する事項

の変更　に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基

準第９号　平成18年７月５日公表分)が適用されたことに伴い、主として移動平均法による原価法(貸借対照

表価額については収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法)に変更しております。この変更に伴い、従来の

方法によった場合に比べて、営業損失が、プラスチック成形事業及び周辺事業で20,512千円増加しておりま

す。

（リース取引に関する会計基準の適用）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．(2)に記載のとおり、当第１四半

期連結会計期間より、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会

計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、プラスチック成形事業及び

周辺事業、成形機事業及び周辺事業及び全社に与える影響は軽微であります。
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【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成21年２月１日　至平成21年４月30日） 

　全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合が90%を超えているため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

  

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間（自平成21年２月１日　至平成21年４月30日）

 欧州地域 アジア地域 アメリカ地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 31,149 158,897 2,554 192,601

Ⅱ　連結売上高（千円）  － －  － 1,869,514

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
1.7 8.5 0.1 10.3

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

 ２．各区分に属する主な国または地域

(1)欧州地域…………ドイツ、フランス

(2)アジア地域………韓国、台湾、中国

(3)アメリカ地域……アメリカ

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であり、当社の把握している

商社等を通じて行った輸出を含めております。

 

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表価額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありま

せん。 

 

（デリバティブ取引関係）

　当社グループは、デリバティブ取引には、ヘッジ会計を適用しているため、該当事項はありません。 

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年４月30日）

前連結会計年度末
（平成21年１月31日）

１株当たり純資産額 1,271.75円 １株当たり純資産額 1,317.42円

２．１株当たり四半期純損失金額

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日） 

１株当たり四半期純損失金額（△） △15.85　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在し

ないため、記載しておりません。

 　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

１株当たり四半期純損失金額  

四半期純損失（△）（千円） △160,428

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △160,428

期中平均株式数（千株） 10,119

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

前連結会計年度の末日と比べて著しい変動はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。 

EDINET提出書類

ミライアル株式会社(E02477)

四半期報告書

23/25



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年６月９日

ミライアル株式会社

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 吉村　孝郎　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 岡田　雅史　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているミライアル株式会社

の平成21年２月１日から平成22年１月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成21年２月１日から平成21

年４月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ミライアル株式会社及び連結子会社の平成21年４月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期 報

告書提出会社）が別途保管しております。

 　　　 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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